
天皇陛下の即位の礼にあたり、

心よりお慶び申し上げます。

皆さまと寿ぐとともに、

人々の幸福と平和のために

さらなる決意で頑張ってまいります。

７月の豪雨災害以後､8月の豪雨災害で、

佐賀県は甚大な被害を受けました｡

そして､台風15号･19号では関東甲信と

東北に甚大な被害をもたらしました。

いつ、どこで起きるかわからない災害

に備えるため、日頃からのご近所付き

合いや防災手帳･防災用品・避難場所･

避難経路の確認、ハザードマップを

活用していくなど、

一人一人の取り組みが重要

になってくると思います。
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◆平成30年度決算審査3つの不認定◆

⑴平成30年度鳥栖市水道事業会計
⑵平成30年度鳥栖市一般会計
⑶平成30年度鳥栖市産業団地造成特別会計

※上下水道局職員による架空発注が行われた。
鳥栖駅周辺整備事業において、 9月の一般質問でも
市長より新たな方針が示されず､断念により計画策定・
調査・設計等で約１億6千4百万円が無駄になった。
新産業集積エリア整備事業では、事業停滞により管
理費(草刈りなど)や利息が無駄になっていること。また、
令和2年の工事完了が困難な事から、予算の執行が
できず多額の不要額が発生したことにより不認定。

7月21日豪雨災害
☆ 災害見舞金について ☆

住家の床上浸水について、

7月21日以後に発生した災害より

見舞金３万円が支給されます。
※ り災証明書を発行されている方には、

市より連絡が入ります。

7月21日豪雨で被害を受けた方より、

見舞金についてのご要望を頂き、担当
部署へお声を届けさせて頂きました。

り災証明書の発行 ➨総務課（85-3506）
災害見舞金 ➨社会福祉課（85-3553）
災害ごみ ➨環境対策課（85-3561）
税･料金等の減免 ➨税務課（85-3588）
介護保険料の減免 ➨広域組合（85-3637)
医療費の減免 ➨国保年金課（85-3582)
資金の相談 ➨農林課 （85-3563)

※詳しくは、市のホームページをご覧下さい

市民の信頼を失墜させ混乱を招いた市長の責任は

大変重い。よって、 ６月議会に引き続き、 ２度目の

『市長の辞職勧告決議案』 が、提出されました。

採決の結果、賛成１４、反対６の賛成多数で可決。

しかし、橋本市長は辞職する考えのない事を示した。

市長の辞職勧告決議案は賛成14反対6で可決

国は、ロタウイルス感染症の予防ﾜｸﾁﾝを

2020年10月から定期接種化
原則無料になる予定。対象者は、

2020年8月以降に生まれた０歳児

５歳までにほぼ全ての

子どもがロタウイルスに

感染し重い胃腸炎を

引き起こします。

感染すると激しい下痢や嘔吐を繰り返し、重症化
する場合もある。感染力が強く、抜本的な治療法
がない。唯一ワクチンで防ぐことができる。
自己負担で、費用が３回の接種で約３万円かかる。

私は、2016年9月議会の一般質問で、
子育て支援、少子化対策、子供の貧困対策、
ひとり親支援の観点からも、ロタウルス予防ワ
クチンの費用助成を訴えておりました。



問≫障害児童の人工内耳への支援は？
片方でおよそ100万円もする人工内耳体外機
器などは、全て自己負担である。他市では買
い換え購入、修理費の助成、電池代への補助
がある。本市でも補助を行う考えは？

《答弁》 本市管理の水路の浚渫等を行うこと、
あわせて、県河川の浚渫等を要望している。
ウグメ田地区より、国道３号からの雨水流入の意
見があり、国に雨水抑制など要望 してまいりたい。
轟木川放水路北側の浸水状況は、農地等が宅
地化されたことが 要因の一つではないかと推測
する。現地の状況を確認したうえで、対策につい
て検討していく必要がある。

《答弁》 迂回路の整備には、今後、庁内各課や
関係機関等と課題を共有しながら、 迂回路の効
果的な誘導・案内など、適切な対応を行っていく。
ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟなどの交通安全施設は、道路の安全
と円滑な通行を確保し、市民の生命を守るという
観点から、今後、計画的な設置・補修に努める。

問≫道路冠水による通行止め対策(う回路)

放水路沿いのｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟの計画的補修は?
県道17号線が冠水で通行止めとなり、行き場
を無くした車が、迂回を探して真木町の生活
道路に侵入し、同じ道をぐるぐる回るという
状況だ。迂回路の整備や誘導などの対策は？

《市長答弁》 インフラの整備などハード面の強化、
情報提供手段の強化、日頃からの防災訓練や、
住民に対する啓発などの対策がより重要。
地域と消防団と自主防災組織との
連携も重要。本市の防災対策について､
さらに十分に検証する。

２０１９年９月
定 例 会

詳しくは、議会HPの
動画をご覧ください。

１．豪雨被害対策

問≫7月21日の豪雨について市長の
災害対策について決意を伺う

問≫床下・床上浸水した原因と対策
農地だった田畑が、宅地化され、被害を拡大
しているのではないか。市内各所で床下・床
上浸水した原因は何か｡今後の雨水対策は?

《答弁》 局所的な短時間での大雨により、河川
や水路の排水能力を上回り溢れてしまう「内水氾
濫」が主な要因の一つである。
浸水箇所ごとに､周辺の状況等を確認し､具体的
な対策を考えていくことが肝要｡
当面の実現可能な対策として、
河川や水路の浚渫等や、
浸水箇所周辺からの
雨水流入の抑制などが考えられる。

問≫災害対応訓練について
いつもの訓練ではなく､想像を超える被害を
想定して､各部署がどのような動きをするの
か､連携を図るのか、マニュアル等の作成を
含め､災害対応訓練の取り組みが必要だと思
うが見解は？

《答弁》 昨年の７月豪雨の教訓を活かし、庁内
の情報伝達の方法、情報共有の仕組みも見直し、
実際に災害を想定しての図上訓練も行っている。
議員指摘のとおり、災害時に円滑に行動するた
めにも、今後も訓練を重ねて参りたい。

◆ ９ 月 定 例 会 一 般 質 問 ◆

１．豪雨被害対策
・床下・床上浸水した原因と対策
・道路冠水による通行止め対策(う回路）
・轟木川･大野川･用水路の対策について
・放水路沿いのガードレールについて

２．障がい児童の保育教育環境について
・就学前の幼児教育・保育について
・進級時の障がい児童への対応について
・人工内耳への支援について

３．学校の熱中症対策
・ 学校の取り組みについて
・ウォータークーラー
・体操着について

４．ひきこもり支援
・8050問題について
・ひきこもり支援ｾﾝﾀｰと鳥栖市の連携

５．鳥栖空襲について
・鳥栖空襲75年、今後の継承について
・平和への祭典について

主な項目

問≫轟木川･大野川･用水路の対策
床上・床下浸水が合計59棟と甚大な被害
が発生した家屋付近の河川・水路のうち、
鳥栖まちづくり推進ｾﾝﾀｰ分館～真木橋の
轟木川、曽根崎町ウグメ田地区東側の
大野川、ながの食品東側水路の対策は？

２．障がい児童の保育教育環境

《答弁》 聴覚障害者にとって相当の経済負担を
認識してる。県内市町の動向を注視し要望を行う｡



問≫ひきこもり支援ｾﾝﾀｰと鳥栖市の連携
それぞれがマンパワー不足ではないか。市も、
ひきこもり支援の専門性が必要ではないか？
ひきこもりの方の鳥栖市での居場所の必要性と、
総合的な支援を充実し強化するために、窓口
の一本化について見解は？

《答弁》 今後も、要望に対し学校としてどこまで
可能なのか、できることできないことを示しながら
丁寧に協議を重ね、理解を得るように努めていく。

問≫ウォータークーラーと体操着について

今年も大変暑い日が続いています。ある児童より、
体育の授業の後､水筒は飲み干してしまい｡水道
から出てくる水は温かく、熱中症になりそうだ｡
ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ(冷水器)を入れてほしい！体操服
の生地が厚くて、熱がこもってしまう。熱中症に
なってしまう！との多くの子どもたちの声がありま
す。避難所の指定でもある学校にｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ
の導入と体操服の生地の改善について見解は?

『 高齢者の安全運転支援と
移動手段の確保を求める意見書 』

を公明党より提出し、全会一致で可決。

東京池袋で87歳の高齢者が運転する車が暴走し、

母子2人が亡くなった事故以降も事故が続いています。

高齢者の安全運転支援と地域における移動手段確保

を進める取り組みを強く求めます。

《答弁》 ＰＴＡの寄付で、冷水器を３校に設置。
衛生面や使い方への不安等、課題がある。現時
点では公費での設置は考えていないが、他市町
の実態をみながら今後､調査研究していきたい。
体操服について、児童生徒の健康面や、保護者
の経済的負担を十分考慮した上で、各学校に体
操服の素材にも着目した選定を行うよう指導する。

《答弁》 佐賀県ひきこもり地域支援センターは、

アウトリーチを中心に佐賀県全域を支援対象と
しているため、相談窓口の増設など支援体制の
拡充が必要と考えている。
ひきこもり支援に特化した窓口は無いが、福祉
事務所の窓口で当事者や家族の状況に応じて
対応している。関係機関と連携し、家族を含め
た総合的な支援が市役所内でできるよう努める。

《答弁》 鳥栖空襲を市民の皆様に語り継いでい
くにあたり、民間の活動を支援または補完する
方法について、市として検討を進めたい。

問≫平和への祭典について
昭和20年8月11日爆撃により多くの方々が亡く
なった鳥栖空襲から来年で75年。鳥栖空襲を
伝承していく仕組みづくりや活動が必要ではな
いか?

問≫進級時の障がい児童への対応について

人工内耳の幼児は､ＦＭ補聴システムを使う事で
先生の声が届いて皆と勉強が出来ます。巨頭症
の幼児も就学予定者です。就学時の対応は?

◇ 議 案 質 疑 ◇ .

問≫ ８０５０問題について
2019年3月内閣府は、ひきこもりの全国調査結果
を発表したが、本市の課題と対策の必要性は？
また、本市のひきこもりの実態を把握する調査の
必要性は？

《答弁》 80代の親が50代の子どもの面倒を見続
けている「8050問題」が新しい社会問題で、本人
や家族の高齢化やひきこもりの長期化が懸念され
る。本人やそのご家族の声を聞くためにも県の
「ひきこもり地域支援センター」などで相談しやす
い体制を強化する必要がある。
実態調査につきましては、現時点では、本市独自
での調査の実施は、考えておりませんが、相談等
があった場合には、継続的に支援を取組む。

若宮井堰改修工事費 18,303千円

老朽化に伴いステンレス製の井堰に改修

・令和２年３月末での工事完了予定
・工事は通行止めで行う予定
・ミニバスの運行ルートの変更や一般車両の
迂回路など、地元との事前調整を行う。

幅2.7ｍ、高さ0.75ｍの
ステンレス製の井堰

河川護岸部分にｺﾝｸﾘｰﾄの
操作台。

井堰の開閉装置を設置。

３．学校の熱中症対策

４．ひきこもり支援

15歳～39歳(若年層) 54万1千人

40歳～64歳(中高年層) 61万3千人 ７割が男性

 　ひきこもり期間➨3～5年が最多,７年以上は約5割

自宅に半年以上閉じこもっている人口推計

５．鳥栖空襲について

真木町
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🎶 日頃の活動は、とびまつ妙子のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・Facebook・Twitter・LINEで♪

(トビトビなるままに)

『第１４回マニフェスト大賞』に、鳥栖市議会
の議員提案条例「共に学び成長する子ども
条例」が優秀賞に選ばれました☆
全会派の議員有志（公明党は2人）で､取り組
みました。9月20日本会議で議決､10月1日施
行。優秀賞を頂けたことにビックリ致しました。
今後も共生社会を目指し頑張ってまいります｡

敬老の日には、真木町で敬老祝賀会が開催され、
75歳以上115名中55名の方が出席されました。
幸齢者(高齢者)の皆様を尊敬する社会こそ人間を
尊敬する社会。そんな社会を目指してまいります。

8月17日鳥栖市議会報告会
鳥栖地区まちづくり推進センター
ご来場頂きありがとうございました

鳥栖市で、毎月10回ほど街頭演説を実施していますが、
皆さまの声援に元気を頂いています。有難うございます💛

１0月16〜17日「議会の調査
権を効果的に活用する」
「財政問題としての公共施設
マネジメント」 の研修へ☆

敬老の日おめでとうございます。

かわの義博参議員（現農林政務官）
浸水被害を受けた長野食品様を訪問

8月11日 『平和の駅』自転車リレーの出発式☆
（8月11日は鳥栖空襲。その意義も込めて）

◆平和と太鼓を考える連絡協議会の祇園太鼓演奏

◆韓国伝統打楽器グループの演奏

◆鳥栖太鼓浮立夢一期の演奏。

サンメッセ鳥栖前都市広場

公明党佐賀県本部議員勉強会☆
あきの公造参議員議員をお迎えして、
「新幹線の開業効果」と題して九州新幹線西九州
ルートの地域の魅力や個性を活かしたまちづくり、
他線の経済波及効果や人流・物流の変化、災害に
強く国土強靭化に果たす役割などを学びました。

宮本議員・目野議員・秋野議員

10月は乳がん撲滅を推進する『ピンクリボン月間』
11月は児童虐待防止推進の『オレンジリボン月間』
の街頭演説を実施いたします。

8月10日

https://twitter.com/akinokozo/status/1183260088993075206/photo/1
https://twitter.com/akinokozo/status/1183260088993075206/photo/1

